
学校名 奈良県立添上高等学校

１ 基本コンセプト本事業は、本校が地域の一員としての自覚を持ち、所在する櫟本校区だけでなく、広狭さまざまな地域において、生徒と教職員が、スポーツ活動、ボランティア活動、その他多くの体験事業を行い、多様な価値観や経験を持つ地域の人々と、本校生徒との触れあいや交流により、「みんなが顔見知り」の地域となることを目的とする。
２ 組織構成 各種委員会校長 － 教頭 － 職員会議 ＰＴＰＴＰＴＰＴ運営委員会○ＰＴメンバー（◎印はチーフ）◎教頭 体育科長、体育科教科主任、生徒指導部長、家庭クラブ担当、総務部長○地域関係団体櫟本校区長会 公民館 櫟本幼稚園 櫟本小学校 長寿会 櫟本体育協会 櫟本商工会
３ 取組の概要

（１）スポーツサイエンス科設置校としての取組

①グラウンド・ゴルフ交流大会の開催（初回）・平成25年10月22日（火）、25日（金）、11月5日（火） ４限 大会は３・４限 本校グラウンド・参加者：校区の２チームから40名 本校生徒35名
生涯スポーツの現状を学ぶとともに、地域との交流を目的にグラウンド・ゴルフ交流大会を開催した。初回は、校区の指導員の方々から競技方法について、２回目は、大会の運営方法等について指導を受け、最終回は、校区のチーム「いちのき」「同友会」の２チーム30名と、本校生徒35名で大会を開催し大いに盛り上がった。

②スポーツ教室の開催（継続）本校の、豊富な体育施設や体育科教員の指導力を活かしてスポーツ教室を開催し、小・中学生が運動・スポーツに親しみ、体験をする機会を提供するとともに、児童・生徒が継続して運動を行う力や進んで運動に取り組む力を育成てることを目的として実施した。（継続）



Ⅰ 体操教室・平成25年10月22日（火）、29日（火）、11月５日（火）17：00～19:00 体操場・参加者：小学１年生～４年生 45名
Ⅱ バドミントン教室・平成25年９月28日（土）、10月５日（土）14:00～16:00 体育館・参加者：小学２年生～６年生 21名
Ⅲ レスリング教室・平成25年11月10日（土）、17日（土）、12月１日（土）9:00～11:00 レスリング場・参加者：小学１年生～中学３年生 ８名
Ⅳ 剣道教室・平成25年10月19日（土）、26日（土）、11月30日（土）10:00～12:00（経験者）、15:00～16:00（未経験者）剣道場・参加者：小学１年生～中学３年生 経験者15名、未経験者９名
Ⅴ 柔道教室・平成25年10月10日（木）、21日（月）、28日（月）17:00～19:00 柔道場・参加者：小学１年生～中学３年生 18名



Ⅵ 陸上教室・平成25年11月16日（土） 9:00～12:00 陸上競技場・参加者：小学３年生～中学３年生 114名
Ⅶ 小学生バレーボール教室・平成26年２月１日（土） ９:00～12:00 複合体育館・参加者：小学生５名

③出前授業の実施（継続）幼稚園・小学校・中学校における体力向上の取組への支援や中学校でのキャリア教育の一環としての取組に、本校体育科教員を派遣し出前授業を実施した。〈派遣状況〉期 日 訪問先 内 容平成 25年９月 17日（火） 緑ヶ丘中学校 ゲストティーチャー体験授業（ダンス・体づくり）
10月 12日（土） 春日中学校 ゲストティーチャー体験授業（ダンス・体づくり）
10月 26日（土） 三笠中学校 ゲストティーチャー体験授業（ダンス・体づくり）
10月 21日（月） 朝和小学校 マット運動
10月 28日（月） 朝和小学校 器械体操
11月 15日（金） 三宅小学校 体つくり運動（陸上競技）
11月８日（金） 柳本幼稚園 体つくり運動
11月 22日（金） 柳本幼稚園 体つくり運動



④体力テストの支援（継続）櫟本小学校は、本校でスポーツサイエンス科の生徒が測定補助を行い実施。精華小学校へは、本校体育科教員２名が出向いて測定支援を行った。また、櫟本幼稚園には、本校スポーツ文型の生徒が出向き測定補助を行った。
Ⅰ 小学校への支援○平成25年5月13日（月）３限・４限 櫟本小学校４～６年生 198名本校体育館及びグラウンド○平成25年5月14日（火）３限・４限 精華小学校 全校児童 15名精華小学校 体育館及びグラウンド
Ⅱ 櫟本幼稚園への支援○平成25年５月１７日（金）、11月19日（火）櫟本幼稚園児 63名櫟本幼稚園 園舎

⑤運動部活動の交流（継続）本校体育科教員の専門性を活かし、各種目の強化や底辺の拡充、指導者の資質の向上を目的に実施した。〈交流の状況：H25.12.15現在〉クラブ名 内 容 回数陸上競技部 県内十数校の中学校や小学生対象の陸上クラブとの合同練習会を実施。また、県陸協と連携して、本校公認陸上競技場 １８回で、キッズプログラムや投てき記録会を開催



バレーボール部 数少なくなった中学の男子バレーボール部のほとんどが、来 １０回校し合同練習会及び指導者の交流会を実施バドミントン部 大成、高田西、富雄南、都跡、桜井各中学校との合同練習や １７回天理、桜井、大和郡山各市のジュニアクラブとの交流会を実施水泳部 冬期の温水プールを活用を中心に、斑鳩、都南、吉野、香芝 １０回東の各中学校等と合同練習会を実施剣道部 天理西中学校や柳生中学校と定期的に合同練習会を実施 ６回柔道部 天理北、広陵、新庄、三笠、五條東等の各中学校や佐保川、 １５回櫟本小学校児童と合同練習会を実施体操部 中学に体操部がないため、月に１～２回、県内体操クラブとの １０回合同練習を実施。レスリング部 中学にレスリング部がないため、斑鳩のちびっ子レスリングク ２５回ラブと毎週月・火に合同練習会を実施ハンドボール部 生駒市内の中学校と定期的な合同練習会を実施 ４回
４ 地域との交流

（１）櫟本幼稚園との交流（継続）

①預かり保育へのボランティア活動（初回）・天理市立幼稚園の預かり保育拡大に伴い、本校生徒がボランティア活動を行う。・平成25年7月20日～8月30日の平日に有志延べ100名が参加。《生徒の感想》・園児の楽しそうな様子を見て、役立つことのうれしさを感じました。・園児と同じ目線で会話することで、園児から近づいてくれるようになりました。いい経験をしました。・将来、幼稚園の先生になることを目標にしていますが、今回の経験で、その想いが一層強くなりました。

②本校新入生歓迎体育大会へ招待（継続）・平成25年5月９日（水） 13:00～14:00・園児63名が見学に来校



③幼稚園まつりにサポートスタッフとして参加・平成25年10月19日（土）・本校有志10名が、受付係や食品、ゲームの模擬店係などの運営補助として参加
（２）校区との交流

①夏期奉仕活動（継続）・平成25年7月5日（金）10:30～11:50・本校生徒が、日頃使用している学校周辺の櫟本駅や通学路、バス停等を清掃
②校区への講演活動（初回）・平成25年7月5日（金）20:00～21:00 櫟本公民館・校長が、「地域の一員としての添上高校」の演題で講演 地域住民約100名参（初回）
③校区の祭り イベントへの参加（継続）・平成25年7月14日（日）16:15～17:00 和爾下神社祇園祭・本校吹奏楽部が、祭の先導役として参加。町内をパレードし、祭を盛り上げた。



④敬老の日 プレゼント贈呈（継続）・平成25年9月27日（金）16:00～16:30 櫟本公民館・本校家庭クラブから、校区の長寿会へ長寿と健康を祝し「手芸品」を贈呈
⑤校区体育大会へのボランティア（初回）・平成25年9月7日（土）9:00～12:00 本校グラウンド等・校区体育大会の準備を本校生徒がお手伝い。当日も運営に参加する予定が雨天のため大会は中止となった

⑥地域へ授業公開（初回）・平成25年10月28日（月）8:50～14:30・教育週間の一環として、授業を公開。保護者や地域の方々が多数参観された。

⑦献血ボランティア活動の実施（初回）・平成25年12月17日（火） 9:30～16:30 本校保健室前・生徒、保護者、地域の方々の呼びかけ献血を実施。75名参加する。



（３）小学生の登下校時の見守り活動（継続）本校では、平成21年度より、校区の安全・安心なまちづくりに少しでも貢献しようと、「防犯パトロール隊」を結成している。早朝、放課後にトレーニングで校外をランニングする際、天理警察署から交付していただいた「防犯ビブス」を着用し、小学生等の登下校を見守っている。
５ 情報の発信

（１）地元公民館だより「櫟本つながりの輪」に本校情報を掲載（本年度）本年5月8日に、櫟本校区区長、公民館長との年度当初の打ち合わせの中で、広報誌に添上高校の情報を掲載することが了承され、６月号から記事を提供することになった。※公民館だよりは、毎月１回 校区全戸（約3，000戸）に配布されている。〈掲載内容〉６月号 ・幼稚園児の体力測定を補助７月号 ・防犯パトロール隊の紹介 ・校区出身生徒のインターハイ出場について８月号 ・吹奏楽部が、和爾下神社祇園祭にパレードで参加９月号 ・幼稚園の「預かり保育」にボランティア活動 ・北部九州インターハイの結果10月号 ・公開授業の案内 校区出身生徒の国体出場11月号 ・幼稚園祭りにボランティアとして参加 ・グラウンド・ゴルフによる交流12月号 ・献血ボランティアの案内 ・「あすならホーム櫟本」の方々が授業参観１月号 ・校内マラソン大会の周知２月号 ・バレーボール教室の案内
（2）天理市広報誌「町から町へ」（毎月2回市内全戸に配布）にスポーツ教室開催要項を掲載

６ まとめ

（１）取組状況・事業計画に基づき、ＰＴメンバーに役割を分担させ、その推進状況を確認しながら、各事業を推進し、その目的を達成した。・１月には本年度に関わった地域の関係者（自治会区長、公民館長、長寿会、体育協会、商工会、小学校、幼稚園）それぞれに平成２５年度の取組や今後の連携のあり方等について、ヒアリングを行った結果、平成26年度より、校区地域活性化の実行委員会のメンバーとして参加することになった。
（２）成果及び課題・本校の充実した体育施設や体育科教員の指導力、活発な部活動等、本校の特色を地域のニーズに応じてして生かし、地域の中の一員としての位置づけをはかる取組を推進した。地域自治体関係者をはじめ、幼稚園、小学校とも話し合う機会が増加し、昨年以上に多くの関わりを持つことができた。・今後、本校と地域各関係者それぞれとの関係から、本校を含めた関係者が横のつながりを持つための組織をつくり、地域のコミュニティづくりに本校としての役割を果たしていきたい。


